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368 長野大学紀要 第13巻第4号 1992
さて､生活変革の必要性と倫理の重要性は分か
ったとして､さらに問題はその先にある｡倫理で
人は動かない｡そこでまた話は技術に戻ってくる｡
今度は科学技術や工業技術の話ではない｡心の持
ち方の技術の話である｡昔は宗教がこれを一手に
引受てくれていたが､今後はどうなるのだろう｡
[13] ツイアビ (話者)『パパラギ』岡崎昭男訳､
立風書房 '81
から入ろう｡ツイアビは南の島の酋長で､パパラ
ギは彼らの言葉で白人を意味する｡文明人の姿を
外から描いてある本である｡我々が当たり前だと
思っていることが見方によってはいかに奇妙に映
るかがわかる｡とりあえずは､これを読んで文明
に汚染された常識の垢を落とそう｡そして次に､
[14] 高橋克彦 (対談集)『1999年』小学館
'90
を紹介する｡本稿のタイトルには最もマッチした
本である｡いわゆるニューエイジに属する本で､
怪しげな人達がUFOだのノストラダムスだのと
いった怪しげな事を喋っている､怪しげな本であ
る｡が､私自身はこの本の内容は半分位は本当だ
ろうと思っている｡全然科学的でないと言われそ
うだが､自分 (逮)が解かっていない事をひとま
とめにしてバッサリと否定してしたり無視したり
する方が実は余程科学的でない態度なのである｡
たまたまこの分野は学問的に体系化されておらず､
実験による検証が困難で､そのため売名等を目的
とした嘘が混じりやすい､という問題を持ってい
るにすぎないO釆たるべきものが-ルマゲドンで
ない､ということも証明されていないのである｡
最後に､もう少しロマンチックな話として､
[15] ピーター･ラッセル 『グローバル.ブレイ
ン』吉福伸逸ほか訳､工作舎 '85
もまた興味深い本である｡[5]をさらに発展させ､
地球規模の1つの知性の出現を予言している｡人
間がその構成要素であるが､それは歯車として働
くのではない｡また､その伝達系は電気通信では
なく､例えばESPのように､今のところ眠って
いる人間の潜在能力の何かだとしているO本書は､
理解するのは容易だが､納得するためにはかなり
の予備知識を必要とする｡私自身は彼のシナリオ
を最も信じている｡その理由は､‥.もう1回だけ
使わせて頂こう｡読めば解かる｡
実はまだまだあるのだが､スペースも尽きてき
たのでこれくらいで止めておこう｡人類の未来は､
恐ろしくもあり､楽しみでもあり｡あなたはどう
感じたか､お聞かせ原白いたいものであるo
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